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町田市中心市街地のまちづくりに
関する意見交換会

～芹ヶ谷公園周辺の現状および今後の計画について～



夢まち会議資料
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町田835号線（原町田中央通り）整備事業 整備イメージ無電柱化道路整備事業の概要

今後の事業スケジュール（2025年度から）

電線地中化前

※整備イメージのため実際の
完成形とは異なる場合がございます。

【整備イメージパース図】

【問い合わせ先】
  町田市 道路部 道路整備課
  ０４２－７２４－１１２５

（現在）

（将来像）

（図1）電線地中化工事の整備断面イメージ

町田８３５号線電線共同溝
延長 ０．41km

N

２０２５年７月現在

電線共同溝本体工事

地下線化工事

【無電柱化整備事業】

電線地中化工事

町田市では、「町田市無電柱化推進計画（2020年3月）」に則
り、防災性向上（電柱倒壊による道路閉鎖の抑止）、安全・快適
な歩行者空間の確保、都市景観の向上の観点から道路の無電柱化
を進めています。

事業範囲位置図

０ 町田835号線（原町田中央通り）整備事業



年度 事業内容

２０２５年度
（令和７年度）

既存地下埋設物移設工事

２０２６年度~２０２８年度
（令和８年度～令和１０年度）

電線共同溝築造工事・道路整備工事

２０２９年度～２０３０年度以降
（令和１１年度~令和１２年度）

電線地中化工事

２０３０年度以降
（令和１２年度以降）

舗装工事、電柱抜柱工事

整備イメージ整備事業の概要

事業範囲位置図

今後の事業スケジュール（2025年度から）

※事業スケジュールは状況により変更となる可能性がございます。
【問い合わせ先】 町田市 道路部 道路整備課 ０４２－７２４－１１２５

至 横浜町田IC

N

町田３７号線電線共同溝
延長 ０．２８９km

※整備イメージのため実際の完成形とは異なる場合がございます。

【電線地中化工事の整備断面イメージ】

２０２５年７月現在

町田市では、「町田市無電柱化推進計画（2020年3月）」に則
り、防災性向上（電柱倒壊による道路閉鎖の抑止）、安全・快適
な歩行者空間の確保、都市景観の向上の観点から道路の無電柱化
を進めています。

【現況断面】

【整備イメージ図】

【計画断面】

※図中単位：ｍｍ

電柱 電柱

歩道拡幅
無電柱化

歩道拡幅
無電柱化

０ 町田37号線（文学館通り）整備事業 【無電柱化整備事業】
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年度 事業内容

２０２５年度
（令和７年度）

物件調査、用地取得

２０２６年度
（令和８年度）

物件調査、用地取得
橋梁設計、道路設計、電線共同溝設計

２０２７年度以降
（令和９年度）

物件調査、用地取得

整備工事

整備イメージ都市計画道路整備事業の概要

事業範囲位置図

今後の事業スケジュール（2025年度から）

事業化区間
延長：約520ｍ
幅員：25ｍ～41ｍ

※整備イメージのため実際の完成形とは異なる場合がございます。

※事業スケジュールは状況により変更となる可能性がございます。
【問い合わせ先】 町田市 道路部 道路整備課 ０４２－７２４－１１２５

【道路平面計画図】

最
大
高
低
差

約
1
6

ｍ

【設計コンセプト】【道路標準横断図】

２０２５年７月現在

本路線の整備は、道路事業の目的である広域的な交通ネットワーク
の構築や安全・快適な歩行者空間の確保にとどまらず、中心市街地の
活性化や回遊性の向上に寄与し、町田市中心市街地の再開発において
大きな意義を持っています。また、町田駅と芹ヶ谷公園を結ぶ、アク
セス路としての役割も担い、将来的にはモノレールの導入空間となる
ことを期待しています。

芹ヶ谷公園と計画道路の最大高低差
約16ｍ

現地盤高ライン

橋梁区間（約160m）

芹ヶ谷公園

町
田
街
道

【道路縦断地形図】
橋梁区間（約160m）道路計画高ライン

０ 都市計画道路３・４・１１号線整備事業 【都市計画道路整備】
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０ 橋梁のイメージ（忠生公園大橋）



（仮称）国際工芸美術館

(仮称)公園案内棟/喫茶/版画工房/アート体験棟

アート出会いの広場

国際版画美術館

←町田駅方面

０ 芹ヶ谷公園“芸術の杜”推進事業 計画の概要

公園エレベーター棟

擁壁

※整備イメージ
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０ 芹ヶ谷公園“芸術の杜”推進事業 計画の概要
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（仮称）国際工芸美術館

国際版画美術館

アート出会いの広場



０ 芹ヶ谷公園“芸術の杜”推進事業 計画の概要
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（仮称）国際工芸美術館

国際版画美術館

（仮称）公園案内棟/喫茶/
版画工房/アート体験棟

アート出会いの広場



１ これまでの経緯・取組み

2008年7月 事業仕分け

・博物館の事業が、本来の役目を果たせていないので「不要」との判定

2014年6月 （仮称）町田市立国際工芸美術館整備基本計画

・ 魅せる・楽しむ・支える まちの賑わいに寄与する
・ 基本理念「くらしの中の知恵と美」の探求
・ 芹ヶ谷公園内（国際版画美術館の北側）に整備すること
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2012年3月 町田市における博物館機能の再整備に向けた調査・検討報告書

・美術工芸部門における新しい博物館の整備
・名称を（仮称）町田市立国際工芸美術館と表現

2018年6月 市議会定例会において、様々な課題などが指摘される

・（仮称）国際工芸美術館の整備を単体ではなく、まちなかとのつながりや
回遊性なども含め、総合的な視点から公園の在り方と一体的に検討

・ 「子ども」と「体験」という新たな視点を取り入れる

2011年3月 町田市の博物館等の新たな在り方構想



１ これまでの経緯・取組み
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１ これまでの経緯・取組み
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町田市中心市街地まちづくり計画

１ これまでの経緯・取組み
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2020年3月 芹ヶ谷公園“芸術の杜” パークミュージアム CONCEPT BOOK

2020年12月 同 DESIGN BOOK 策定

１ これまでの経緯・取組み
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まるで公園全体がおおきなミュージアムのように、多様な文化芸術の活動や公園の

豊かな自然を体験しながら、みんなが学び楽しむことができる新しい体験型の公園


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41

